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前
回
は
自
殺
の
定
義
や
分
類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は

自
殺
の
発
生
機
序
と
予
防
対
策
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一　

自
殺
危
険
因
子
と
直
接
動
機

自
殺
の
発
生
は
、
自
殺
行
動
を
引
き
起
こ
す
直
接
的
な
動
機
だ
け

で
な
く
、
自
殺
傾
向
（
自
殺
準
備
状
態
、
自
殺
危
険
因
子
）
に
よ
っ

て
も
影
響
さ
れ
ま
す
。
こ
の
関
係
を
図
１
に
示
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
人
生
で
自
殺
傾
向
を
高
め
る
よ
う
な
体
験
（
例
え
ば
、
抑
う
つ

状
態
）
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
人
生
の
時
々
で
自
殺

傾
向
は
変
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
殺
傾
向
の
高
い
時
期
に
わ

ず
か
で
も
直
接
動
機
が
加
わ
る
と
自
殺
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
従
っ
て
自
殺
傾
向
を
評
価
す
る
こ
と
は
自
殺
防
止
に
重
要
に
な

る
の
で
す
。

自
殺
傾
向
に
は
、
季
節
（
春
）、
時
代
（
平
和
）、
経
済
状
況
（
不

況
）、
年
齢
（
高
齢
者
）、
性
別
（
男
性
）、
家
族
（
自
殺
者
の
存
在
）、

生
活
（
孤
立
）、
心
理
状
態
（
絶
望
）、
疾
患
（
う
つ
病
）
な
ど
が
あ

り
、
そ
れ
ら
が
重
な
る
と
自
殺
傾
向
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
死
別

後
一
年
以
内
の
遺
族
も
高
い
自
殺
傾
向
を
示
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

自
殺
傾
向
を
高
め
る
危
険
因
子
を
集
め
た
評
価
尺
度
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
（O

no,�M
urai,�Y

asuda,�N
akam

ura�and�N
a-

kajim
a,�

一
九
九
四
）の
開
発
し
た
自
己
破
壊
危
険
性
一
覧Schedule�

中 

村  

道 

彦

（
京
都
教
育
大
学
教
授
・
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◆
連
　
載
◆

死
な
な
い
で
、
死
な
せ
な
い
で

　
　
～
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
（
そ
の
二
）
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図１　自殺危険因子と直接動機

出生 青年期 若年成人期 中年期 高年期

自殺閾値

自殺危険因子

児童期

春、平和、経済的不況
高齢、男性、家族歴
孤立、絶望、死別後1年
精神障害、精神的不調 など

直接動機
依存対象
の喪失
(親の叱責・
不和・離婚
・転校・死別)
など

個人的問題
(前途の不安、
異性問題、受験
就職の失敗)
など

男性：仕事
女性：家庭
の問題

身体の
健康上
の問題

SOS-7(慢性分裂病)
抑うつ気分　　　　　　　

　　　　客観的焦燥　　　　　　　　
焦燥感　　将来に対する悲観　　　　　　

　　　　　　　　　職業・学業・経済上の問題　　　
退院後3ヶ月以内　　　

自殺念慮　　　　

SOS-5(短期)

最近の挫折体験
不安定な家族

精神障害に対する悲観
精神障害の悪化に対する恐怖

自責感 頻回の自殺念慮
身体疾患に伴う抑うつ気分　　　援助の乏しさ
治療中断に対する不安 退院に対する不安

SOS-9(絶望感)

図２　SOS-DR から派生した下位尺度
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O
f�Self-D

estructive�Risks�

（SO
S-D
R

）
で
は
、
四
六
項
目
の
自

殺
危
険
因
子
を
半
構
造
化
面
接
法
に
よ
っ
てD

SM
-

Ⅲ
／
Ⅳ
の
多
軸

診
断
シ
ス
テ
ム
に
相
応
し
て
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
にSO

S-D
R

か
ら
、
絶
望
感
と
相
関
の
高
い
九
項
目
で
構
成
し

たSO
S-9

、
評
価
時
点
か
ら
数
ヶ
月
以
内
に
お
け
る
自
殺
の
発
生
を

予
測
す
るSO

S-5
、
慢
性
統
合
失
調
症
患
者
の
自
殺
を
予
測
す
る

SO
S-7

な
ど
の
下
位
尺
度
を
派
生
さ
せ
る
こ
と
で
き
ま
す（
図
２
）。

こ
の
他
、
簡
便
な
自
殺
危
険
因
子
の
リ
ス
ト
と
し
て
「
か
ー
ち
ゃ
ん

の
サ
ラ
ダM

A
'S�SA

LA
D

」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
殺
危
険
因

子
の
中
で
重
要
な
項
目
の
頭
文
字
を
と
っ
て
覚
え
や
す
く
し
て
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ちM

ental�Status
（
精
神
状
態
、殊
に
う
つ
状
態
）、

A
ttem

pt

（
自
殺
企
図
の
既
往
）、Support
（
支
援
の
欠
如
）、Sex

（
男
性
）、Age

（
高
齢
者
）、Loss

（
喪
失
体
験
）、Alcoholism

（
ア

ル
コ
ー
ル
症
）、D

rug�abuse

（
薬
物
乱
用
）
で
す
。

一
方
、
自
殺
行
動
を
誘
発
す
る
直
接
動
機
の
多
く
は
突
然
現
れ
る

生
活
上
の
出
来
事
で
あ
る
た
め
、
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
各

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
代
表
的
な
直
接
動
機
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
も
の
は
、
児
童
期
の
依
存
対
象
の
喪
失
（
例
え
ば
、
親
の
叱
責
・

不
和
・
離
婚
・
転
校
・
死
別
な
ど
）、
青
年
期
の
個
人
的
問
題
（
例

え
ば
、
前
途
の
不
安
、
異
性
問
題
、
受
験
就
職
の
失
敗
な
ど
）、
成

人
期
男
性
の
仕
事
（
勉
学
）
上
の
問
題
と
成
人
期
女
性
の
家
庭
問
題
、

高
齢
期
の
身
体
的
な
健
康
問
題
で
す
。

二　

わ
が
国
の
自
殺
対
策

一
九
七
〇
年
に
「
い
の
ち
の
電
話
」
が
開
局
し
、
現
在
も
自
殺
防

止
活
動
で
身
近
な
支
援
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
年
に
「
あ
し
な
が

育
英
会
」
が
発
足
し
、
後
に
自
殺
遺
児
の
心
の
ケ
ア
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
一
九
八
五
年
に
は
高
齢
者
の
自
殺
多
発
地
域
を
中
心
に
地
方

自
治
体
レ
ベ
ル
（
新
潟
県
三
町
村
、
岩
手
県
一
町
、
秋
田
県
一
町
）

で
自
殺
予
防
へ
の
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
九
九
六
年
に
は
国
連

に
「
国
の
方
針
と
し
て
自
殺
予
防
戦
略
が
な
い
国
」
に
分
類
さ
れ
、

自
殺
防
止
対
策
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
八
年
に
は
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
い
自
殺
死
亡
者
数
が
三
万
人
を
超
え
、
社
会

的
注
目
を
受
け
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
、「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

（
健
康
日
本
21
）」
が
策
定
さ
れ
、
う
つ
病
と
自
殺
の
関
連
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
自
殺
死
亡
者
数
を

二
万
二
千
人
以
下
（
一
九
九
七
年
以
前
の
水
準
）
に
す
る
と
い
う
数

値
目
標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
母
子
保
健
の2010

年
ま
で

の
国
民
運
動
計
画
（
健
や
か
親
子
21
）」
で
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

一
〇
歳
代
の
自
殺
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
に
あ
げ
ら
れ
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ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
厚
生
労
働
省
の
設
置
し
た
自
殺
防
止
対

策
有
識
者
懇
談
会
が
「
自
殺
予
防
へ
向
け
て
の
提
言
」
を
報
告
し
、

自
殺
は
本
人
の
み
な
ら
ず
、
家
族
や
社
会
に
大
き
な
損
失
を
も
た
ら

す
こ
と
、
自
殺
に
至
る
心
理
に
は
う
つ
病
の
関
わ
る
こ
と
が
多
い
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。そ
し
て
具
体
的
な
自
殺
予
防
策
と
し
て
、

①
自
殺
の
実
態
把
握
、
②
心
の
健
康
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
、

③
う
つ
病
対
策
の
危
機
介
入
、
④
自
殺
未
遂
者
や
自
死
遺
族
等
に
対

す
る
相
談
・
支
援
な
ど
の
事
後
対
策
、
⑤
そ
の
他
、
報
道
・
メ
デ
ィ

ア
に
望
ま
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
に
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
定
さ
れ
、
長
時
間
労
働
に

伴
う
加
重
労
働
か
ら
う
つ
病
を
発
症
し
て
自
殺
に
至
る
危
険
性
を
指

摘
し
、
安
全
配
慮
義
務
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
参
議
院
で
「
自
殺
に
関
す
る
総
合
対
策
の
緊
急
か
つ

効
果
的
な
推
進
を
求
め
る
決
議
」
が
出
さ
れ
、
①
関
係
省
庁
が
一
体

と
な
っ
て
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
、
②
精
神
医
学
的
観
点

の
み
な
ら
ず
、
公
衆
衛
生
学
的
観
点
、
社
会
的
・
文
化
的
・
経
済
的

観
点
な
ど
か
ら
多
角
的
に
検
討
を
行
い
、
自
殺
の
実
体
解
明
に
努
め

る
こ
と
、③
自
殺
問
題
全
般
に
わ
た
る
取
組
の
戦
略
を
明
ら
か
に
し
、

実
施
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
図
る
こ
と
、
④
自
殺
予
防
総
合
対
策

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
、
⑤
自
死
遺
族
や
自
殺
未
遂
者
に
対
す

る
支
援
を
行
う
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
自
殺
対
策

関
連
省
庁
連
絡
会
議
が
設
置
さ
れ
、「
自
殺
予
防
に
向
け
て
の
政
府

の
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
」
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

①
自
殺
の
実
態
分
析
の
推
進
、
②
自
殺
予
防
に
関
す
る
正
し
い
理
解

の
普
及
・
啓
発
、
③
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
相
談
体
制
の
充
実
、

④
地
域
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
、
⑤
自
殺
未
遂
者
・
自
死
遺
族

の
ケ
ア
、な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、

う
つ
病
対
策
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
、
失
業
者
や
経
営
相
談
に
お

け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
活
用
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ

ト
対
策
、
鉄
道
・
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
・
ホ
ー
ム
柵
の
整
備
促
進
、
な

ど
の
幅
広
い
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
都
道
府
県
に

は
自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
の
設
置
、
相
談
体
制
の
充
実
、
有
効
な
対

策
の
情
報
発
信
、
な
ど
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
二
〇
〇
六
年
に
前
記
の
経
過
を
踏
ま
え
て
自
殺
対
策
基
本

法
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
条
（
目
的
）
に
は
「
こ
の
法
律
は
、

近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
が
高
い
水
準
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
自
殺
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を

定
め
、
及
び
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
自
殺
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、

自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
、
自
殺
の
防
止
を
図
り
、
あ
わ
せ

て
自
殺
者
の
親
族
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
り
、
も
っ
て
国
民

が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
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に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二

条
（
基
本
理
念
）
に
は
「
自
殺
対
策
は
、
自
殺
が
個
人
的
な
問
題
と

し
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
様
々

な
社
会
的
な
要
因
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
社
会
的
な
取
組
と
し
て

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

自
殺
防
止
―
第
一
段
階

自
殺
予
防
の
第
一
段
階
と
し
て
、「
自
殺
に
ま
つ
わ
る
神
話
」
に

対
す
る
啓
発
や
自
殺
の
現
状
に
関
す
る
知
識
の
普
及
の
た
め
に
、
職

場
研
修
や
学
校
授
業
で
自
殺
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。自

殺
に
ま
つ
わ
る
神
話
と
し
て
、
①
自
殺
を
予
告
す
る
者
は
自
殺

し
な
い
：「
死
ぬ
、
死
ぬ
」
と
予
告
す
る
者
は
実
際
に
は
自
殺
し
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
予
告
す
る
者
の
多
く
が
自
殺
を
実
行
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
②
自
殺
に
は
何
か
強
い
動
機
が
あ
る
：
自
殺

を
し
た
人
に
は
強
い
動
機
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に

は
自
殺
傾
向
と
動
機
に
よ
る
た
め
、
動
機
が
不
明
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
③
自
殺
は
遺
伝
す
る
：
自
殺
し
た
親
を
持
つ
子
も
自
殺
す
る
と

恐
れ
る
人
が
い
ま
す
。
自
殺
が
同
じ
家
族
に
集
積
す
る
傾
向
は
あ
り

ま
す
が
、
自
殺
が
親
か
ら
子
供
に
遺
伝
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
自
殺
は
精
神
障
害
者
の
み
に
み
ら
れ
る
：
う
つ
病
で
は
自
殺
危
険

性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
自
殺
者
の
一
、二

割
の
人
で
は
精
神
障
害
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
⑤
自
殺
を
話
題
に
す

る
と
自
殺
を
誘
発
す
る
：
興
味
本
位
に
自
殺
を
話
題
に
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
殺
の
現
実
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
は
自
殺
発

生
を
む
し
ろ
抑
制
し
ま
す
。

四　

自
殺
防
止
―
第
二
段
階

自
殺
予
防
の
第
二
段
階
は
、
自
殺
傾
向
の
高
い
個
人
を
見
出
し
、

適
切
な
相
談
に
導
く
こ
と
で
す
。
自
殺
念
慮
を
も
つ
人
の
相
談
を
受

け
た
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
話
が
出
る
と
、
驚
き
や
怒
り
か
ら
そ
の
話
題

を
避
け
よ
う
と
す
る
人
が
い
ま
す
。
本
人
が
自
殺
念
慮
を
語
る
こ

と
は
、
自
ら
の
自
殺
を
み
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
、
さ
ら
に
自
殺

が
実
行
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
に
は
早
期
介
入
に
役
立
つ
情
報
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
自
殺
の
話
題
を
避
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
こ
の

機
会
や
情
報
を
封
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
真
摯
に
話
を

聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
問
題
解
決
の
た
め
に
専
門
家
に
相
談
で
き
る
こ
と
を
伝
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
本
人
の
力
に
な
り
た
い
と
思
う
人
が
い
る
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こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
家
族
、
友
人
、
職
場
の
同

僚
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
本
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
「
私
」
が

本
当
に
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
い
の

ち
の
電
話
」
な
ど
相
談
機
関
の
電
話
番
号
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

③
命
の
大
切
な
こ
と
、
本
人
の
自
殺
が
家
族
や
友
人
に
計
り
知
れ
な

い
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
、
そ
し
て
自
殺
が
問
題
解
決
に
は
な
ら
な

い
こ
と
に
つ
い
て
、
言
葉
を
尽
く
し
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

お
説
教
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
自
分
と
話

し
を
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
話
し
た
い
人
に

話
す
よ
う
に
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

④
相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
、
関
心
や
共
感
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
自

殺
を
考
え
る
人
は
視
野
が
狭
く
な
り
、
自
分
の
こ
と
し
か
眼
に
映

ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
話
を
聞
い
て
い
る
者
に
は
馬

鹿
げ
た
よ
う
に
思
え
る
話
も
、
そ
の
状
況
に
あ
る
人
に
は
深
刻
で

絶
望
的
な
現
実
と
し
て
映
っ
て
い
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑤
話
を
終
え
る
と
き
に
は
、
自
殺
を
し
な
い
よ
う
に
約
束
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
本
人
は
約
束
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
り
、
渋
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
場
当
た
り
的
な
約
束
で
あ
っ
て
も
自
殺
を

し
な
い
と
約
束
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
約
束
し
た
と
い
う
事
実
が
本

人
の
自
殺
を
抑
制
す
る
緩
衝
因
に
な
り
ま
す
。

五　

自
殺
予
防
―
第
三
段
階

個
別
的
な
対
応
を
積
み
重
ね
る
と
共
に
、
第
三
段
階
で
は
医
療
・

保
健
体
制
の
整
備
を
と
も
な
う
社
会
的
な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
殊
に
個
別
的
な
対
応
で
う
つ
状
態
が
推
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、

医
療
機
関
な
ど
の
専
門
機
関
へ
の
素
早
い
紹
介
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
自
殺
予
防
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
的
な
機
関
の
整
備
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
電
話
相
談
の
み
な
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

家
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
な
ど
の
積
極
的
な
介
入
を
実
施
し
、
救
急
医

療
機
関
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
二
次
予
防
や
三
次
予
防
を
充
実

で
き
る
社
会
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。




